
湖
中
大
鳥
居
の
誕
生

白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
を
素
材
と
し
て

田

中

知

音

渡

部

圭

一

一
、
問
題
の
所
在

滋
賀
県
高
島
市
鵜
川
に
所
在
す
る
白
鬚
神
社
は
、⽝
日
本
三
代
実
録
⽞
貞
観
七
年
(八
六
五
)正
月
十
八
日
条
を
初
見
と
す
る
、

近
江
を
代
表
す
る
古
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る(1)。
鵜
川
の
集
落
は
、
南
北
に
の
び
る
比
良
山
地
の
北
端
が
湖
岸
間
近
に
ま
で
迫
る
一
帯

に
所
在
し
て
お
り
、
そ
の
山
並
み
と
湖
岸
と
の
間
の
わ
ず
か
な
平
地
に
建
つ
白
鬚
神
社
は
、
ま
さ
に
琵
琶
湖
と
目
と
鼻
の
先
の
位

置
に
あ
る
。
さ
ら
に
同
社
に
は
、
拝
殿
間
近
に
建
つ
鳥
居
に
加
え
、
神
社
正
面
の
沖
合
六
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
位
置
に
も
う
ひ
と

つ
の
鳥
居
が
あ
る
。
安
芸
の
宮
島
の
海
中
鳥
居
を
思
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
湖
中
大
鳥
居
で
あ
る
。

近
年
、
白
鬚
神
社
の
鳥
居
は
、
琵
琶
湖
を
代
表
す
る
⽛
映
え
ス
ポ
ッ
ト
⽜
と
し
て
、
多
く
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る(2)。
お
だ
や
か
な
水
面
に
浮
か
ぶ
朱
の
鳥
居
は
た
し
か
に
幻
想
的
で
、
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
高
い

(写
真
1(3))。
一
方
、
境
内
と
湖
岸
の
間
に
は
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
一
六
一
号
線
が
走
り
、
鳥
居
を
間
近
で
撮
影
し
よ
う
と
横
断
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す
る
観
光
客
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る(4)。
湖
岸
に
下

り
る
階
段
の
封
鎖
、
境
内
側
の
撮
影
台
の
設
置(5)、
そ
れ
で
も
後
を
絶
た
な

い
横
断
者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
、
現
地
で
は
懸
命
の
対
策
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
鳥
居
の
歴
史
は
意
外
に
も
新
し
い
。
白
鬚
神
社
の
公
式

w
eb
ペ
ー
ジ
に
は
、⽛
こ
の
神
秘
的
な
鳥
居
が
実
際
に
建
て
ら
れ
た
の
は

昭
和
十
二
(一
九
三
七
)年
、
大
阪
の
薬
問
屋
小
西
久
兵
衛
氏
の
寄
進
に
よ

る
も
の
で
、
現
鳥
居
は
昭
和
五
十
六
(一
九
八
一
)年
に
こ
れ
を
建
て
替
え

た
も
の
で
あ
る
⽜
と
明
記
さ
れ
て
お
り(6)、
現
地
に
赴
け
ば
記
念
碑
や
案
内

板
で
こ
の
経
緯
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
琵
琶

湖
を
め
ぐ
る
近
代
の
観
光
を
扱
っ
た
研
究
の
な
か
で
、
こ
の
鳥
居
の
⽛
出

現
⽜
の
意
味
に
言
及
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

昭
和
戦
前
期
に
、
い
わ
ば
忽
然
と
現
れ
、
絶
大
な
人
気
を
博
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
美
し
い
鳥
居
の
造
立
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
鳥
居
に
は
何
が
期
待
さ
れ
、
誰
に
ど

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
迫
る
た
め
、
本
論
文
で
は
絵
は
が
き
を
資
料
と
し
て
、
昭
和
戦
前
期
を

挟
む
時
期
の
白
鬚
神
社
を
め
ぐ
る
⽛
ま
な
ざ
し
⽜
の
変
遷
を
検
討
す
る
。
当
時
の
絵
は
が
き
は
観
光
地
の
土
産
物
と
し
て
盛
ん
に

販
売
さ
れ
た
も
の
で
、
観
光
地
を
訪
れ
る
人
々
に
期
待
さ
れ
た
光
景
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り

74

写真 1 白鬚神社の湖中大鳥居
(2014年 5月17日、金尾滋史氏撮影)



と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

琵
琶
湖
の
観
光
と
い
え
ば
、
ま
ず
参
照
さ
れ
る
の
は
⽛
近
江
八
景(7)⽜
を
め
ぐ
る
歴
史
学
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
近
江

八
景
の
詩
歌
な
ど
の
知
識
が
、
近
世
に
著
し
く
増
加
す
る
書
物
を
通
し
て
一
般
庶
民
の
教
養
と
な
り
、
日
本
を
代
表
す
る
名
所
と

し
て
知
名
度
を
獲
得
し
て
い
く
過
程(8)、
さ
ら
に
は
近
江
八
景
見
物
が
観
光
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
、
現
地
で
も
観
光
客
の
受
け
入

れ
態
勢
が
整
っ
て
い
く
過
程(9)な
ど
が
精
緻
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
近
世
の
近
江
八
景
の
⽛
そ
の
後
⽜
と
い
う
べ
き
近

代
の
動
向
は
、
ま
だ
十
分
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
代
の
汽
船
に
よ
る
湖
上
遊
覧
と
近
江
八
景
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
湖
上
輸
送
が
鉄
道

に
置
き
換
わ
る
明
治
二
十
年
代
以
降
、
汽
船
会
社
が
観
光
に
舵
を
切
り
、
そ
こ
で
活
況
を
呈
し
た
湖
上
遊
覧
の
な
か
で
重
視
さ
れ

た
の
が
近
江
八
景
め
ぐ
り
で
あ
っ
た(10
)。
近
年
で
は
、
木
津
勝
が
絵
は
が
き
を
資
料
と
し
て
、
各
景
の
撮
影
対
象
の
変
化
を
論
じ
て

い
る
。
同
論
文
で
は
、
比
較
的
後
発
の
観
光
地
で
あ
る
湖
西
の
近
江
舞
子
が
、
太
湖
汽
船
の
寄
港
地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
近
江
八

景
絵
は
が
き
の
⽛
比
良
暮
雪
⽜
の
被
写
体
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
く
傾
向
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(11
)。

こ
の
よ
う
に
比
較
的
後
発
の
観
光
地
が
台
頭
し
、
ま
た
湖
上
遊
覧
の
よ
う
な
ま
っ
た
く
新
し
い
観
光
手
段
が
登
場
す
る
な
か
で
、

伝
統
的
な
近
江
八
景
を
含
む
琵
琶
湖
の
観
光
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
察
す
る
上
で
、
湖
中
大

鳥
居
と
い
う
新
し
い
名
所
を
め
ぐ
る
動
向
は
好
個
の
事
例
を
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
絵
は
が
き
の
資
料
的
な

性
格
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
白
鬚
神
社
を
含
む
絵
は
が
き
の
傾
向
、
お
よ
び
そ
こ
で
被
写
体
と
な
る
神
社
の
景
観
の
特
徴
を
分
析
し
、

こ
れ
を
近
代
の
琵
琶
湖
観
光
の
歴
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

湖中大鳥居の誕生
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二
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
資
料

聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
白
鬚
神
社
の
氏
子
は
鵜
川
地
区
に
住
む
四
十
数
軒
の
家
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
⽛
白
鬚
神
社
延
齢

会
⽜
と
い
う
広
域
的
な
講
組
織
が
あ
り
、
現
在
も
四
三
〇
〇
人
ほ
ど
の
成
員
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
広
い
信
仰
圏
が

近
世
以
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
同
社
の
境
内
に
立
つ
多
数
の
石
造
物
を
み

る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
。
近
世
の
紀
年
銘
を
も
つ
も
の
は
、
灯
籠
だ
け
で
一

〇
基
を
数
え
る
が
、
こ
の
う
ち
寄
進
者
の
所
在
地
が
わ
か
る
五
基
の
う
ち
四
基

は
京
都
や
福
井
の
住
民
で
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
白
鬚
神
社
に
遠
隔
地
の
信
仰
的

講
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る(12
)。

湖
中
大
鳥
居
の
成
立
過
程
は
、
白
鬚
神
社
境
内
の
⽛
白
鬚
神
社
大
鳥
居
移
設

記
録
⽜
と
題
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
(一
九
八
一
)三
月
の
解
説
板
(写
真
2
)に
よ

っ
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
⽛
大
鳥
居
は
、⽛
朱
塗
り

の
鳥
居
が
波
の
ま
に
ま
に
見
え
隠
れ
し
た
⽜
と
の
社
誌
の
伝
承
を
う
け
て
、
大

阪
の
薬
問
屋
、
小
西
久
兵
衛
氏
の
寄
進
に
よ
り
、
昭
和
十
二
年
に
建
立
さ
れ

た
⽜。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
琵
琶
湖
総
合
開
発
に
よ
る
水
位
低
下
対
策
と
し
て
、

湖
中
大
鳥
居
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
よ
り
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
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沖
の
現
在
地
に
移
動
、
新
築
さ
れ
た
と
い
う
経
過
が
判
明
す
る
。

一
方
、
昭
和
十
二
年
(一
九
三
七
)の
小
西
久
兵
衛
に
よ
る
建
立
の
経
過
は
、
や
は
り
境
内
の
⽛
鳥
居
復
興
碑
⽜
と
い
う
大
形
の

記
念
碑
(写
真
3
)に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
銘
文
に
よ
る
と
、
古
来
よ
り
琵
琶
湖
の
西
岸
に
は
猿
田
彦
命
を
ま
つ
る

白
鬚
神
社
が
あ
り
、
琵
琶
湖
の
水
が
増
減
し
た
時
に
、
鳥
居
が
隠
れ
た
り
顕
れ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
大
阪
市
東
区
道
修
町
堺
筋
東
に
す
む
篤
志
家
の
小
西
久
兵
衛
が
湖
中
大
鳥

居
を
建
て
、
神
霊
の
慰
め
と
し
た
、
と
あ
る(13
)。
こ
の
銘
文
は
昭
和
十
二
年
十

月
付
け
で
、
記
念
碑
と
鳥
居
の
建
立
は
同
時
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
の
鳥
居
建
設
の
前
提
と
な
っ
た
湖
中
鳥
居
の
説
話
は
、
実
際

に
中
世
後
期
こ
ろ
の
い
く
つ
か
の
史
料
に
み
え
て
い
る(14
)。
そ
し
て
少
な
く
と

も
昭
和
十
二
年
当
時
の
認
識
と
し
て
は
、
湖
中
大
鳥
居
の
造
立
は
あ
く
ま
で

⽛
復
興
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鳥
居
の
寄
進
や
造
立
の
経
過
な
ど
は

な
お
追
究
の
余
地
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
本
論
文
で
は
、
こ
の
昭
和
戦
前

期
を
中
心
に
、
湖
中
大
鳥
居
の
あ
る
景
観
が
も
っ
て
い
た
意
味
を
探
る
こ
と

に
し
た
い
。
な
お
、
以
下
で
は
昭
和
五
十
六
年
竣
工
の
現
在
の
鳥
居
に
対
し

て
、
昭
和
十
二
年
造
立
の
鳥
居
を
⽛
旧
鳥
居
⽜
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

本
論
文
の
主
な
資
料
は
、
こ
の
旧
鳥
居
の
前
後
の
時
期
を
中
心
に
、
白
鬚

神
社
を
被
写
体
と
し
て
制
作
さ
れ
た
絵
は
が
き
で
あ
る
。
表
1
に
、
こ
こ
で

湖中大鳥居の誕生
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表 1 本論文で検討する 絵はがき資料一覧

No. 類型 時期 外袋の表面タイトル
白鬚神社の絵 はがき

備 考
キャプション 解説文 被写体

1 島めぐり C期 琵琶湖 景勝 琵琶湖畔 白鬚神社 ᴷ ③船あり 絵はがきにスタンプ⽛琵琶湖 遊覧記念⽜。外袋にスタンプ⽛琵琶湖
遊覧記念⽜⽛大津屋旅館⽜

2 島めぐり C期 島めぐり琵琶湖名所 (琵琶湖名所)白髭神社 ᴷ ① 外袋にスタンプ⼦遊覧記念 湖南汽船会社 明治丸⼧⼦湖南汽船 3.5 20 明
治丸⼧各 2個。絵はがきにスタンプ⼦遊覧記念 湖南汽船会社 明治丸⼧

3 島めぐり C期 最新四色刷 琵琶湖風景 (琵琶湖風景)白髭神社 ᴷ ② ᴷ
4 島めぐり C期 琵琶湖 琵琶湖畔 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
5 島めぐり C期 高級原色版 琵琶湖 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ
6 島めぐり C期 島めぐり 琵琶湖風景 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
7 島めぐり C期 最高級写真 嶋めぐり 定価金貳拾銭 (琵琶湖島廻り)白髭神社 ᴷ ③船あり ᴷ
8 島めぐり C期 (外袋欠) (近江名所)白鬚神社 ᴷ ②参詣者入り ᴷ
9 島めぐり C期 (外袋欠) (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
10 島めぐり C期 (外袋欠) (琵琶湖島廻り)白鬚明神 ᴷ ③ハサ掛けあり 絵はがきにスタンプ⽛竹生島 3.8.17 遊覧記念⽜
11 島めぐり D期 心身厚生の清境 びわ湖勝景 琵琶湖岸 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
12 島めぐり D期 琵琶湖島めぐり (近江)白鬚神社 ᴷ ① 外袋にスタンプ⽛びわ湖・島めぐり 京阪丸⽜
13 島めぐり E期 琵琶湖の観光 総天然色写真 (琵琶湖)白鬚明神浜の大鳥居 ᴷ ⑤汽船あり 外袋に⽛琵琶湖名勝案内図⽜を掲載
14 島めぐり 不明 琵琶湖 島巡り御記念 太湖汽船株式会社 琵琶湖名所 白髭神社 ○ ④ ᴷ
15 十六景 C期 特製写真版 近江 名勝 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ③船あり 外袋裏面⽛大津矢部八景堂発行⽜
16 十六景 C期 最新式高級版原色版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ
17 十六景 C期 最新式高級版原色版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり 絵はがきにスタンプ⽛石山遊覧記念⽜
18 十六景 C期 島めぐり 琵琶湖風景 最新式ブロー式 白鬚明神 全景 ᴷ ④ ᴷ
19 十六景 C期 琵琶湖風景 近江八景と島めぐり 十六枚入 (琵琶湖名所) ○ ① ᴷ
20 十六景 C期 最新写真版 近江八景 琵琶湖 十六景 白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ

21 十六景 D期 高級版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ②参詣者入り 絵はがきにスタンプ⽛12.3.10 近江八景めぐり 平安丸⽜、外袋裏面
⽛八景堂⽜

22 十六景 D期 琵琶湖風景 近江 白髭神社 ᴷ ① 外袋裏に⽛16枚⽜と記入
23 十六景 D期 近江十二景 (近江八景)白鬢神社 ᴷ ③船あり ᴷ
24 十六景 D期 (外袋欠) 琵琶湖岸 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
25 十六景 E期 琵琶湖十六景 (琵琶湖)白鬚明神浜の大鳥居 ᴷ ⑤汽船あり ᴷ
26 十六景 不明 近江八景 (白鬚神社) ○ ③船あり 外袋裏面⽛田中太湖堂製⽜
27 変則 D期 近江舞子風景 近江白鬚神社 ᴷ ② 外袋に⽛昭和十四年八月廿七日⽜と記入
28 変則 D期 近江百景 近江百景 ④白鬚神社 ᴷ ④ 外袋の細字は省略
29 変則 D期 湖国点描 白鬚神社社前 ᴷ ⑤ 外袋裏面⽛滋賀県⽜。通信欄下部に⽛滋賀県観光協会⽜と記載
30 変則 D期 琵琶湖随一・湖畔の名勝 観光の高島 高島町の観光 白ひげ神社 ○ ④湖中大鳥居あり ᴷ
31 変則 E期 風光の美・国定公園 琵琶湖 白鬚神社、大鳥居 ○ ⑤ ᴷ
32 変則 E期 (外袋欠) (“びわこ”の横顔)朝陽に輝く白鬚神社大鳥居 ᴷ ⑤ ᴷ
33 変則 不明 比叡山名勝 近江名勝 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
34 不明 C期 (外袋欠) 琵琶湖島巡り 明神崎と白鬚神社 ᴷ ④ ᴷ
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表 1 本論文で検討する 絵はがき資料一覧

No. 類型 時期 外袋の表面タイトル
白鬚神社の絵 はがき

備 考
キャプション 解説文 被写体

1 島めぐり C期 琵琶湖 景勝 琵琶湖畔 白鬚神社 ᴷ ③船あり 絵はがきにスタンプ⽛琵琶湖 遊覧記念⽜。外袋にスタンプ⽛琵琶湖
遊覧記念⽜⽛大津屋旅館⽜

2 島めぐり C期 島めぐり琵琶湖名所 (琵琶湖名所)白髭神社 ᴷ ① 外袋にスタンプ⼦遊覧記念 湖南汽船会社 明治丸⼧⼦湖南汽船 3.5 20 明
治丸⼧各 2個。絵はがきにスタンプ⼦遊覧記念 湖南汽船会社 明治丸⼧

3 島めぐり C期 最新四色刷 琵琶湖風景 (琵琶湖風景)白髭神社 ᴷ ② ᴷ
4 島めぐり C期 琵琶湖 琵琶湖畔 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
5 島めぐり C期 高級原色版 琵琶湖 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ
6 島めぐり C期 島めぐり 琵琶湖風景 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
7 島めぐり C期 最高級写真 嶋めぐり 定価金貳拾銭 (琵琶湖島廻り)白髭神社 ᴷ ③船あり ᴷ
8 島めぐり C期 (外袋欠) (近江名所)白鬚神社 ᴷ ②参詣者入り ᴷ
9 島めぐり C期 (外袋欠) (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
10 島めぐり C期 (外袋欠) (琵琶湖島廻り)白鬚明神 ᴷ ③ハサ掛けあり 絵はがきにスタンプ⽛竹生島 3.8.17 遊覧記念⽜
11 島めぐり D期 心身厚生の清境 びわ湖勝景 琵琶湖岸 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
12 島めぐり D期 琵琶湖島めぐり (近江)白鬚神社 ᴷ ① 外袋にスタンプ⽛びわ湖・島めぐり 京阪丸⽜
13 島めぐり E期 琵琶湖の観光 総天然色写真 (琵琶湖)白鬚明神浜の大鳥居 ᴷ ⑤汽船あり 外袋に⽛琵琶湖名勝案内図⽜を掲載
14 島めぐり 不明 琵琶湖 島巡り御記念 太湖汽船株式会社 琵琶湖名所 白髭神社 ○ ④ ᴷ
15 十六景 C期 特製写真版 近江 名勝 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ③船あり 外袋裏面⽛大津矢部八景堂発行⽜
16 十六景 C期 最新式高級版原色版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ
17 十六景 C期 最新式高級版原色版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり 絵はがきにスタンプ⽛石山遊覧記念⽜
18 十六景 C期 島めぐり 琵琶湖風景 最新式ブロー式 白鬚明神 全景 ᴷ ④ ᴷ
19 十六景 C期 琵琶湖風景 近江八景と島めぐり 十六枚入 (琵琶湖名所) ○ ① ᴷ
20 十六景 C期 最新写真版 近江八景 琵琶湖 十六景 白鬚神社 ᴷ ③船･橋板あり ᴷ

21 十六景 D期 高級版 琵琶湖 十六景 (近江琵琶湖)白鬚神社 ᴷ ②参詣者入り 絵はがきにスタンプ⽛12.3.10 近江八景めぐり 平安丸⽜、外袋裏面
⽛八景堂⽜

22 十六景 D期 琵琶湖風景 近江 白髭神社 ᴷ ① 外袋裏に⽛16枚⽜と記入
23 十六景 D期 近江十二景 (近江八景)白鬢神社 ᴷ ③船あり ᴷ
24 十六景 D期 (外袋欠) 琵琶湖岸 白鬚神社 ᴷ ③船あり ᴷ
25 十六景 E期 琵琶湖十六景 (琵琶湖)白鬚明神浜の大鳥居 ᴷ ⑤汽船あり ᴷ
26 十六景 不明 近江八景 (白鬚神社) ○ ③船あり 外袋裏面⽛田中太湖堂製⽜
27 変則 D期 近江舞子風景 近江白鬚神社 ᴷ ② 外袋に⽛昭和十四年八月廿七日⽜と記入
28 変則 D期 近江百景 近江百景 ④白鬚神社 ᴷ ④ 外袋の細字は省略
29 変則 D期 湖国点描 白鬚神社社前 ᴷ ⑤ 外袋裏面⽛滋賀県⽜。通信欄下部に⽛滋賀県観光協会⽜と記載
30 変則 D期 琵琶湖随一・湖畔の名勝 観光の高島 高島町の観光 白ひげ神社 ○ ④湖中大鳥居あり ᴷ
31 変則 E期 風光の美・国定公園 琵琶湖 白鬚神社、大鳥居 ○ ⑤ ᴷ
32 変則 E期 (外袋欠) (“びわこ”の横顔)朝陽に輝く白鬚神社大鳥居 ᴷ ⑤ ᴷ
33 変則 不明 比叡山名勝 近江名勝 (琵琶湖名所)湖上より見たる白鬚神社 ○ ④ ᴷ
34 不明 C期 (外袋欠) 琵琶湖島巡り 明神崎と白鬚神社 ᴷ ④ ᴷ
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No. 類型 時期 外袋の表面タイトル
白鬚神社の絵 はがき

備 考
キャプション 解説文 被写体

35 単独 C期 近江 白鬚神社絵葉書
白鬚神社々務所発行

(近江)白鬚明神 岩戸 ○ ④

5枚の各絵はがきにスタンプ⽛白鬚神社印⽜
(近江)白鬚神社 ᴷ ⑥岩戸
(近江)白鬚明神 側面の景 ᴷ ①
(近江)白鬚明神 全景 ᴷ ⑥燈明台
(近江)白鬚社前 灯明台 ᴷ ②

36 単独 C期 近江湖西 白鬚神社風景

近江白鬚神社全景 ᴷ ④

ᴷ
近江白鬚神社より湖上の遠望 ᴷ ⑥燈明台
近江白鬚神社 ᴷ ①
近江白鬚神社 ᴷ ③船・橋板あり

37 単独 C期 近江白鬚神社はがき
白髭神社社務所発行

近江白鬚神社々頭 ᴷ ①

ᴷ
近江白鬚神社境内 ᴷ ⑥境内
近江白鬚神社 久邇宮殿下御手植樹 ᴷ ⑥御手植樹
近江白鬚神社 天の岩戸 ᴷ ⑥岩戸
近江白鬚神社 名木椎 ᴷ ⑥名木椎

38 単独 D期 近江 白鬚神社絵葉書
社務所発行

白鬚神社全景 ᴷ ④湖中大鳥居あり

外袋を折り込んだ裏面に由緒書を掲載
白鬚神社 湖中大鳥居 ᴷ ⑤
白鬚神社 本殿内部(国宝建造物) ᴷ ⑥本殿内部
白鬚神社 社殿 ᴷ ①
白鬚神社 社務所貴賓室 ᴷ ⑥社務所貴賓室

39 単独 D期 近江 白鬚明神 絵葉書
白鬚神社全景 ᴷ ④

ᴷ白鬚神社々務所 ᴷ ⑥社務所貴賓室
白鬚神社々務所(貴賓室) ᴷ ⑥社務所全体

40 単独 D期 近江 白鬚神社絵葉書
白鬚神社々務所発行

白鬚神社全景 ᴷ ④
ᴷ白鬚神社々務所 ᴷ ⑥社務所全体

白鬚神社々務所(貴賓室) ᴷ ⑥社務所貴賓室

41 単独 E期 白鬚神社

白鬚神社 湖中大鳥居 ᴷ ④湖中大鳥居あり
外袋に⽛うみよりも深き恵みかな人のよはいをし良す白鬚の神(正三位
千種有功)⽜と記載

白鬚神社 境内から湖中大鳥居を望む ᴷ ⑤
白鬚神社 境内社 ○ ⑥若宮神社
白鬚神社 境内社 ○ ⑥豊受大神宮ほか

⽛類型⽜欄は、⽛島めぐり⽜系、⽛近江十六景⽜系(十六景と略記)、白鬚神社単独(単独と略記)、その他のセ
はがきのうち⽛解説文⽜欄は、写真とキャプションのほかに解説文をともなう場合に〇で示した。被写体は
の記載やスタンプなどの情報を示した。

ット(変則と略記)、不明に区分して示した。⽛時期⽜欄はC～E期(本文参照)と不明に区分して示した。絵
①～⑥(本文参照)に区分して示し、一部の補足事項を併記した。⽛備考⽜欄には、外袋の表面タイトル以外
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No. 類型 時期 外袋の表面タイトル
白鬚神社の絵 はがき

備 考
キャプション 解説文 被写体

35 単独 C期 近江 白鬚神社絵葉書
白鬚神社々務所発行

(近江)白鬚明神 岩戸 ○ ④

5枚の各絵はがきにスタンプ⽛白鬚神社印⽜
(近江)白鬚神社 ᴷ ⑥岩戸
(近江)白鬚明神 側面の景 ᴷ ①
(近江)白鬚明神 全景 ᴷ ⑥燈明台
(近江)白鬚社前 灯明台 ᴷ ②

36 単独 C期 近江湖西 白鬚神社風景

近江白鬚神社全景 ᴷ ④

ᴷ
近江白鬚神社より湖上の遠望 ᴷ ⑥燈明台
近江白鬚神社 ᴷ ①
近江白鬚神社 ᴷ ③船・橋板あり

37 単独 C期 近江白鬚神社はがき
白髭神社社務所発行

近江白鬚神社々頭 ᴷ ①

ᴷ
近江白鬚神社境内 ᴷ ⑥境内
近江白鬚神社 久邇宮殿下御手植樹 ᴷ ⑥御手植樹
近江白鬚神社 天の岩戸 ᴷ ⑥岩戸
近江白鬚神社 名木椎 ᴷ ⑥名木椎

38 単独 D期 近江 白鬚神社絵葉書
社務所発行

白鬚神社全景 ᴷ ④湖中大鳥居あり

外袋を折り込んだ裏面に由緒書を掲載
白鬚神社 湖中大鳥居 ᴷ ⑤
白鬚神社 本殿内部(国宝建造物) ᴷ ⑥本殿内部
白鬚神社 社殿 ᴷ ①
白鬚神社 社務所貴賓室 ᴷ ⑥社務所貴賓室

39 単独 D期 近江 白鬚明神 絵葉書
白鬚神社全景 ᴷ ④

ᴷ白鬚神社々務所 ᴷ ⑥社務所貴賓室
白鬚神社々務所(貴賓室) ᴷ ⑥社務所全体

40 単独 D期 近江 白鬚神社絵葉書
白鬚神社々務所発行

白鬚神社全景 ᴷ ④
ᴷ白鬚神社々務所 ᴷ ⑥社務所全体

白鬚神社々務所(貴賓室) ᴷ ⑥社務所貴賓室

41 単独 E期 白鬚神社

白鬚神社 湖中大鳥居 ᴷ ④湖中大鳥居あり
外袋に⽛うみよりも深き恵みかな人のよはいをし良す白鬚の神(正三位
千種有功)⽜と記載

白鬚神社 境内から湖中大鳥居を望む ᴷ ⑤
白鬚神社 境内社 ○ ⑥若宮神社
白鬚神社 境内社 ○ ⑥豊受大神宮ほか

⽛類型⽜欄は、⽛島めぐり⽜系、⽛近江十六景⽜系(十六景と略記)、白鬚神社単独(単独と略記)、その他のセ
はがきのうち⽛解説文⽜欄は、写真とキャプションのほかに解説文をともなう場合に〇で示した。被写体は
の記載やスタンプなどの情報を示した。

ット(変則と略記)、不明に区分して示した。⽛時期⽜欄はC～E期(本文参照)と不明に区分して示した。絵
①～⑥(本文参照)に区分して示し、一部の補足事項を併記した。⽛備考⽜欄には、外袋の表面タイトル以外
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品
と
し
て
の
絵
は
が
き
は
一
枚
一
枚
の
単
品
で
は
な
く
、
数
枚
か
ら
十
数
枚
を
セ
ッ

ト
に
し
た
状
態
で
、
紙
製
の
袋
(以
下
、
外
袋
)に
入
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
外
袋
に
は
何
ら
か
の
タ
イ
ト
ル
や
挿

し
絵
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
の
が
普
通
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
商
品
に
よ
っ
て
セ
ッ
ト
に
さ
れ
る

絵
は
が
き
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
法
に
は
あ
る
種
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
資
料
は
、
未
使
用
か
そ
れ
に
近
い
セ
ッ
ト
状
態
の
絵
は
が
き
に
限
る
こ
と
と
し
た(17
)。

周
知
の
と
お
り
、
絵
は
が
き
は
通
信
面
を
み
る
こ
と
で
発
行
時
期
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る(18
)。
こ
れ
に
は
五
つ
の
区
分
が
あ

り
、
明
治
三
十
三
年
(一
九
〇
〇
)十
月
か
ら
明
治
四
十
年
(一
九
一
〇
)三
月
ま
で
(以
下
、
仮
に
Ａ
期
と
す
る
)、
明
治
四
十
年
四
月
か

ら
大
正
七
年
(一
九
一
八
)三
月
ま
で
の
も
の
(Ｂ
期
)、
大
正
七
年
四
月
か
ら
昭
和
八
年
(一
九
三
三
)二
月
ま
で
の
も
の
(Ｃ
期
)、
昭
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和
八
年
二
月
か
ら
昭
和
二
十
二
年
(一
九
四
七
)頃
の
も
の
(Ｄ
期
)、
そ
れ
以
降
の
も
の
(Ｅ
期
)に
区
別
さ
れ
る
。
表
1
の
絵
葉
書
に

は
Ａ
・
Ｂ
期
の
も
の
は
な
く
、
Ｃ
期
二
〇
点
、
Ｄ
期
一
三
点
、
Ｅ
期
五
点
を
数
え
る
。

本
論
文
の
調
査
は
、
以
下
の
と
お
り
実
施
し
た
。
ま
ず
現
地
調
査
と
し
て
、
絵
は
が
き
の
被
写
体
に
関
わ
る
白
鬚
神
社
境
内
に

あ
る
石
造
物
の
調
査
、
お
よ
び
現
在
の
白
鬚
神
社
宮
司
で
あ
る
高
橋
敬
一
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
(本
論
文
で
聞
き
取
り

に
言
及
す
る
際
の
話
者
は
、
い
ず
れ
も
高
橋
宮
司
で
あ
る
)。
石
造
物
調
査
は
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
六
日
と
同
年
八
月
二
十
二
日
、
聞

き
取
り
調
査
は
同
年
九
月
二
十
七
日
に
実
施
し
た
。
並
行
し
て
、
二
〇
二
一
年
～
二
〇
二
三
年
に
か
け
て
白
鬚
神
社
を
被
写
体
に

含
む
絵
は
が
き
資
料
の
収
集
を
進
め
た
。

三
、
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
の
類
型

白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
の
存
在
形
態
は
、
大
き
く
二
通
り
に
わ
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
近
江
一
円
や
琵
琶
湖
各
地
の
名
所
を

広
く
取
り
上
げ
た
セ
ッ
ト
の
な
か
に
白
鬚
神
社
が
加
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
白
鬚
神
社
一
社
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

数
枚
か
ら
な
る
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
が
制
作
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
(こ
の
よ
う
な
特
定
の
寺
社
の
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
は
、
滋
賀
県
で
は
比
叡

山
や
石
山
寺
な
ど
の
古
刹
を
は
じ
め
数
多
く
の
例
が
あ
る
)。
被
写
体
を
一
覧
し
た
表
2
を
も
と
に
、
白
鬚
神
社
を
含
む
絵
は
が
き
セ
ッ

ト
を
い
く
つ
か
の
類
型
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系

西
国
三
十
三
所
の
第
三
十
番
札
所
で
あ
る
竹
生
島
を
は
じ
め
、
多
景
島
、
沖
の
白
石
と
い
っ
た
琵
琶
湖
の

島
々
を
と
り
あ
げ
た
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
に
、
白
鬚
神
社
の
一
枚
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
こ
の
種
の
セ
ッ
ト
に
は
、
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表 2 白鬚神社を含む絵はがき セットの被写体の構成

No. 類型 時期 枚数
被写体

備 考
白鬚 石山 瀬田 粟津 矢橋 三井 唐崎 堅田 比良 竹生島 多景島 白石 舞子 長命寺 汽船 賤ヶ岳 彦根城 比叡山 日吉 3以上 その他

1 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
2 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
3 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○2 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
4 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
5 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
6 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
7 島めぐり C期 10 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○2 ○ ○2 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
8 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
9 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ
10 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
11 島めぐり D期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ その他は近江神宮
12 島めぐり D期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
13 島めぐり E期 5 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
14 島めぐり 不明 4 △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ △ ○ ᴷ △ ○ △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 長命寺の一部に沖の白石を含む。上下 2分割したレイアウトのもの 2枚あり
15 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
16 十六景 C期 14 ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
17 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
18 十六景 C期 13 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 その他は伊崎・沖島
19 十六景 C期 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
20 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
21 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
22 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
23 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
24 十六景 D期 9 ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 唐崎の一部に沖の白石と多景島を含む
25 十六景 E期 16 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ○ ○2 ᴷ ᴷ ○2 その他は海津大崎、ヨット
26 十六景 不明 10 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △3 △ △ △ △ △ △ ᴷ ᴷ △ ᴷ △ 全10枚とも 2分割したレイアウト。その他は俵藤太
27 変則 D期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○6 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ その他は楊梅の瀧

28 変則 D期 30 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ △ △ ᴷ △2 ᴷ △2 ○ － ○21
○2

△4

3カット以上併用のうち 1枚に白髭神社を含む。その他は伊吹山、滋賀の都、明智左馬之助( 2点)、饗庭
野( 2点)

29 変則 D期 6 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○3 その他は琵琶湖ホテル、海津大崎、安土城

30 変則 D期 6 △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○5

△1
その他は白ひげ浜、近藤重蔵、萩の浜キャンプ場(3点)、八淵滝

31 変則 E期 14 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ○6 その他は琵琶湖大橋、名神高速道路、琵琶湖文化館、多賀大社、雄琴温泉、ヨット
32 変則 E期 7 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○3 その他は琵琶湖大橋、サービスエリア、琵琶湖文化館
33 変則 不明 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○20 ○2 ᴷ ○10 その他は弁慶､ 俵藤太､ 明智左馬之助､ 琵琶湖疎水､ 立木観音､ 宇治川(2点)､ 多賀大社､ 三上山､ 南郷洗堰
34 不明 C期 3 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
35 単独 C期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
36 単独 C期 5 ○4 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
37 単独 C期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
38 単独 D期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
39 単独 D期 3 ○3 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
40 単独 D期 3 ○3 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
41 単独 E期 4 ○4 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ

⽛被写体⽜欄は、当該被写体が含まれる場合は〇、含まれない場合は⽛ᴷ⽜で示し、複数点が含まれる場合は⽛〇2⽜(同じ地点の
矢橋帰帆→矢橋、三井晩鐘→三井、唐崎夜雨→唐崎、堅田落雁→堅田、比良暮雪→比良、沖の白石→白石、近江舞子→舞子、各種
絵はがきのなかには、主たる写真 1枚を用いる場合のほかに、①主たる写真に加えて別の小形の写真をレイアウトする場合、②画
①については、補足的な被写体は〇では示さず、備考欄に⽛～を含む⽜と注記した。②については各被写体欄に△で示した。③に

写真が 2枚あるという意味)とした。被写体名は適宜略した(白鬚神社→白鬚、石山秋月→石山、瀬田夕照→瀬田、粟津晴嵐→粟津、
の観光船→汽船、日吉大社→日吉)。全体の出現頻度が 3回以下の被写体については⽛その他⽜とし、備考欄に注記した。なお、
面を均等に 2分割してほぼ同サイズの写真 2枚を併用する場合、③画面を 3分割以上して多数の写真をレイアウトする場合がある。
ついては表示の都合上、個々の被写体名は示さず、被写体欄に⽛ 3カット以上併用⽜(⽛ 3以上⽜と略記)の項目を設けた。
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表 2 白鬚神社を含む絵はがき セットの被写体の構成

No. 類型 時期 枚数
被写体

備 考
白鬚 石山 瀬田 粟津 矢橋 三井 唐崎 堅田 比良 竹生島 多景島 白石 舞子 長命寺 汽船 賤ヶ岳 彦根城 比叡山 日吉 3以上 その他

1 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
2 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
3 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○2 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
4 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
5 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
6 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
7 島めぐり C期 10 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○2 ○ ○2 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
8 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
9 島めぐり C期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ
10 島めぐり C期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
11 島めぐり D期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ その他は近江神宮
12 島めぐり D期 7 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
13 島めぐり E期 5 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
14 島めぐり 不明 4 △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ △ ○ ᴷ △ ○ △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 長命寺の一部に沖の白石を含む。上下 2分割したレイアウトのもの 2枚あり
15 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
16 十六景 C期 14 ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
17 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
18 十六景 C期 13 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○2 その他は伊崎・沖島
19 十六景 C期 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
20 十六景 C期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
21 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
22 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
23 十六景 D期 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
24 十六景 D期 9 ○ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ᴷ ○ ○ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 唐崎の一部に沖の白石と多景島を含む
25 十六景 E期 16 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ○ ○ ᴷ ○2 ○ ○ ○ ᴷ ○ ᴷ ○ ○2 ᴷ ᴷ ○2 その他は海津大崎、ヨット
26 十六景 不明 10 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △3 △ △ △ △ △ △ ᴷ ᴷ △ ᴷ △ 全10枚とも 2分割したレイアウト。その他は俵藤太
27 変則 D期 8 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○6 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ その他は楊梅の瀧

28 変則 D期 30 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ △ △ ᴷ △2 ᴷ △2 ○ － ○21
○2

△4

3カット以上併用のうち 1枚に白髭神社を含む。その他は伊吹山、滋賀の都、明智左馬之助( 2点)、饗庭
野( 2点)

29 変則 D期 6 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○3 その他は琵琶湖ホテル、海津大崎、安土城

30 変則 D期 6 △ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○5

△1
その他は白ひげ浜、近藤重蔵、萩の浜キャンプ場(3点)、八淵滝

31 変則 E期 14 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ○ ○ ᴷ ᴷ ○6 その他は琵琶湖大橋、名神高速道路、琵琶湖文化館、多賀大社、雄琴温泉、ヨット
32 変則 E期 7 ○ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○3 その他は琵琶湖大橋、サービスエリア、琵琶湖文化館
33 変則 不明 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○20 ○2 ᴷ ○10 その他は弁慶､ 俵藤太､ 明智左馬之助､ 琵琶湖疎水､ 立木観音､ 宇治川(2点)､ 多賀大社､ 三上山､ 南郷洗堰
34 不明 C期 3 ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
35 単独 C期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
36 単独 C期 5 ○4 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ○ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
37 単独 C期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
38 単独 D期 5 ○5 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
39 単独 D期 3 ○3 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
40 単独 D期 3 ○3 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
41 単独 E期 4 ○4 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ

⽛被写体⽜欄は、当該被写体が含まれる場合は〇、含まれない場合は⽛ᴷ⽜で示し、複数点が含まれる場合は⽛〇2⽜(同じ地点の
矢橋帰帆→矢橋、三井晩鐘→三井、唐崎夜雨→唐崎、堅田落雁→堅田、比良暮雪→比良、沖の白石→白石、近江舞子→舞子、各種
絵はがきのなかには、主たる写真 1枚を用いる場合のほかに、①主たる写真に加えて別の小形の写真をレイアウトする場合、②画
①については、補足的な被写体は〇では示さず、備考欄に⽛～を含む⽜と注記した。②については各被写体欄に△で示した。③に

写真が 2枚あるという意味)とした。被写体名は適宜略した(白鬚神社→白鬚、石山秋月→石山、瀬田夕照→瀬田、粟津晴嵐→粟津、
の観光船→汽船、日吉大社→日吉)。全体の出現頻度が 3回以下の被写体については⽛その他⽜とし、備考欄に注記した。なお、
面を均等に 2分割してほぼ同サイズの写真 2枚を併用する場合、③画面を 3分割以上して多数の写真をレイアウトする場合がある。
ついては表示の都合上、個々の被写体名は示さず、被写体欄に⽛ 3カット以上併用⽜(⽛ 3以上⽜と略記)の項目を設けた。



観
光
地
曳
網
や
水
泳
場
で
売
り
出
し
つ
つ
あ
っ
た
近
江
舞
子
と
、
西
国
第

三
十
一
番
の
長
命
寺
が
随
伴
す
る
傾
向
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
は
⽛
島
め

ぐ
り
⽜
(図
1
)の
表
現
が
多
く
、⽛
琵
琶
湖
⽜
も
そ
れ
に
次
ぐ
。
こ
こ
で

は
仮
に
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
と
よ
ん
で
お
く
。
た
だ
し
タ
イ
ト
ル
に
は
例
外

も
多
く
、
必
ず
し
も
内
容
構
成
と
一
対
一
に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

⽛
近
江
十
六
景
⽜
系

伝
統
的
な
近
江
八
景
の
絵
は
が
き
は
八
枚
セ
ッ

ト
が
普
通
で
、
近
江
・
琵
琶
湖
地
域
で
は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
も
っ
と
も
大

量
に
制
作
、
販
売
さ
れ
た
商
品
で
あ
る(19
)。
と
こ
ろ
が
伝
統
的
な
近
江
八
景

を
残
し
つ
つ
、
そ
こ
に
上
述
の
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な

構
成
の
セ
ッ
ト
も
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る(20
)。
必
然
的
に
こ
の
種
の
セ
ッ
ト

は
枚
数
が
一
六
枚
程
度
と
多
め
に
な
る
。
タ
イ
ト
ル
は
⽛
琵
琶
湖
十
六

景
⽜
(図
2
)や
⽛
近
江
十
二
景
⽜
(№
23
)の
よ
う
に
近
江
八
景
の
ア
レ
ン

ジ
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
ば
ら
つ
き
も
多
い
。
こ
こ
で
は
⽛
近
江

十
六
景
⽜
系
と
よ
ん
で
お
く
。

白
鬚
神
社
単
独

白
鬚
神
社
一
社
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
セ
ッ
ト
は
、

現
時
点
で
は
七
点
を
確
認
し
え
た
。
こ
の
う
ち
№
35
・
№
38
の
発
行
者
は

白
鬚
神
社
社
務
所
で
あ
る
(図
3
)。
№
37
・
№
40
・
№
41
は
白
鬚
神
社
の

86

図 3 白鬚神社単独の絵は
がきセットの外袋の一
例(No.35)

図 1 ⽛島めぐり⽜系絵は
がきセットの外袋の一
例(No.2)

図 2 ⽛近江十六景⽜系絵
はがきセットの外袋
の一例(No.21)



現
地
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
発
行
者
は
や
は
り
社
務
所

で
あ
る
。
ま
た
№
39
は
外
袋
こ
そ
異
な
る
が
内
容
は
№
40
と
同
一
で

あ
る
。
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
過
去
に
は
社
務
所
で
お
守
り
な
ど
と

あ
わ
せ
て
絵
は
が
き
を
扱
っ
て
い
た
と
い
う
(写
真
4
)。
こ
れ
ら
の

点
か
ら
、
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
は
同
社
自
身
が
制
作
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

変
則
的
な
セ
ッ
ト

以
上
に
述
べ
た
以
外
に
、
量
的
に
は
例
外
と

い
え
る
が
、
い
く
つ
か
の
変
則
的
な
セ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

は
⽛
近
江
舞
子
⽜
(№
27
)や
⽛
高
島
⽜
(№
30
)の
よ
う
に
、
近
隣
地

域
の
特
定
の
テ
ー
マ
で
制
作
さ
れ
た
セ
ッ
ト
に
白
鬚
神
社
が
加
わ
っ

た
例
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
五
〇
枚
(№
33
)や
三
〇
枚
(№
28
)な
ど
、

名
所
を
網
羅
し
た
大
部
な
セ
ッ
ト
に
も
白
鬚
神
社
が
入
る
こ
と
が
あ

る
。
比
較
的
最
近
の
商
品
に
は
、
琵
琶
湖
大
橋
や
高
速
道
路
と
い
っ

た
従
来
に
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
交
え
、
目
新
し
い
観
点
で
編
集
さ
れ
た
例
が
現
れ
る
(№
29
・
№
31
・
№
32
)。

以
上
、
表
示
し
た
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
を
類
型
ご
と
に
み
る
と
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
が
一
四
点
、⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
が
一
二
点
を

数
え
る
。
こ
こ
で
い
う
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
と
は
、
繰
り
返
し
述
べ
る
と
、
伝
統
的
な
近
江
八
景
の
絵
は
が
き
に
⽛
島
め
ぐ
り
⽜

系
の
セ
ッ
ト
を
単
純
に
合
体
さ
せ
た
構
成
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
伝
統
的
な
近
江
八
景
の
セ
ッ
ト
に
白
鬚
神
社
が

湖中大鳥居の誕生

87

写真 4 白鬚神社社務所の看板。取扱品目左端に、元は⽛絵ハ
ガキ⽜の文字がある(2022年 8月22日、田中知音撮影)



単
体
で
混
入
す
る
よ
う
な
事
例
は
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
を
別
に
す
る
と
、
白
鬚
神
社
の

絵
は
が
き
は
つ
ね
に
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
の
一
枚
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(21
)。

時
期
的
な
傾
向
を
み
る
と
、
こ
こ
で
扱
う
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
に
は
Ａ
期
と
Ｂ
期
の
も
の
を
欠
い
て
い
る(22
)。
伝
統
的
な
近
江
八
景

の
絵
は
が
き
で
あ
れ
ば
、
Ａ
～
Ｂ
期
に
も
多
数
が
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
、
白
鬚
神
社
を
含
む
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
(お
よ
び
そ
の
拡

大
版
と
し
て
の
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
)の
絵
は
が
き
は
、
相
対
的
に
後
発
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
一
方
、
Ｃ
期
に
は
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系

が
多
く
、
や
や
遅
れ
て
Ｄ
期
に
は
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
も
増
加
す
る
。
で
は
こ
の
Ｃ
期
(大
正
七
年
～
昭
和
八
年
)に
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜

系
絵
は
が
き
が
増
加
す
る
背
景
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

湖
上
遊
覧
の
歴
史
の
な
か
で
、
Ｃ
期
が
含
ま
れ
る
大
正
年
間
は
、
観
光
船
の
定
期
運
航
の
開
始
や
大
形
遊
覧
船
の
就
航
を
み
た

時
期
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る(23
)。
こ
れ
を
考
慮
す
る
と
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
は
絵
は
が
き
上
の
設
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
の
観
光

ル
ー
ト
を
表
現
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
白
鬚
神
社
に
随
伴
す
る
、
近
江
舞
子
、
竹
生
島
、
長
命
寺
と
い
っ

た
地
点
は
、
い
ず
れ
も
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
航
路
の
目
的
地
や
寄
港
地
に
な
っ
て
い
た(24
)。
つ
ま
り
絵
は
が
き
を
構
成
す
る
被
写
体
は
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
汽
船
に
よ
る
遊
覧
ル
ー
ト
上
に
点
在
す
る
観
光
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
近
江
八
景
見
物
が
、
琵
琶
湖
全
体
か
ら
み
れ
ば
南
湖
周
辺
の
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜

遊
覧
は
北
湖
を
含
む
琵
琶
湖
全
域
を
周
遊
す
る
も
の
で
、
在
来
の
参
詣
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
竹
生
島
や
長
命
寺
も
こ
れ
に
接
続
さ
れ

た
形
で
あ
る
。
航
路
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、⽛
湖
国
を
訪
れ
る
団
体
遊
覧
客
も
激
増
し
、
ま
さ
に
遊

覧
船
闊
歩
の
時
代
を
現
出
し
た(25
)⽜
と
ま
で
い
わ
れ
る
大
正
年
間
に
あ
っ
て
、
船
上
か
ら
景
色
を
眺
め
る
と
い
う
新
し
い
⽛
ま
な
ざ

し
⽜
が
、
ど
の
よ
う
な
絵
は
が
き
の
光
景
を
新
た
に
生
み
出
し
た
の
か
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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な
お
、
絵
は
が
き
自
体
に
遊
覧
船
と
の
関
わ
り
が
つ
ね
に
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
一
応
の
注
意
を
要
す
る
。

た
だ
汽
船
そ
の
も
の
が
被
写
体
に
な
る
例
も
多
い
こ
と
な
ど
は
、
絵
は
が
き
と
遊
覧
船
に
よ
る
観
光
と
の
結
び
つ
き
を
十
分
に
示

唆
し
て
い
る
。
少
数
な
が
ら
、
汽
船
会
社
が
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
の
記
念
絵
は
が
き
(№
14
)を
制
作
し
て
い
る
の
は
、
遊
覧
客
の
土
産

用
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
湖
上
遊
覧
を
示
す
ス
タ
ン
プ
が
散
見
す
る
こ
と
も
(№
1
・
2
・
10
な
ど
)、
絵
は
が
き
が
汽
船

の
旅
の
途
上
で
購
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
、
被
写
体
の
類
型
と
そ
の
推
移

つ
ぎ
に
写
真
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
の
写
真
を
、
①
社
殿
正
面
を
北
側
(右
斜
め
)か
ら
、

②
社
殿
正
面
を
南
側
(左
斜
め
)か
ら
、
③
湖
岸
か
ら
社
殿
に
か
け
て
の
一
帯
を
北
側
(右
斜
め
)か
ら
、
④
社
殿
一
帯
を
湖
上
か
ら
、

⑤
湖
中
大
鳥
居
を
社
殿
側
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
し
た
も
の
に
分
類
し
、
⑥
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
写
真
を
含
め
て
、
表
3
に

時
期
ご
と
の
数
を
示
し
た
。
そ
の
う
ち
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
事
例
数
を
(
)内
に
併
記
し
た
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
は
当
該
写
真
一
枚
で
⽛
白
鬚
神
社
ら
し
さ
⽜
を
代
表
で
き
る
か
ど
う
か
の
指
標
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

①
社
殿
正
面
を
北
側
(右
斜
め
)か
ら
み
た
光
景
の
絵
は
が
き
(図
4
)は
八
例
あ
る
。
鳥
居
、
狛
犬
、
後
方
の
拝
殿
を
画
角
に
収

め
、
本
殿
の
一
部
も
わ
ず
か
に
み
え
る
。
八
例
の
う
ち
半
数
は
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
現
在
の

景
観
(写
真
5
)と
比
較
す
る
と
、
現
在
よ
り
拝
殿
と
鳥
居
の
距
離
が
近
い
こ
と
、
鳥
居
そ
の
も
の
が
異
な
る
こ
と(26
)、
当
時
は
鳥
居

の
内
外
で
地
面
の
高
さ
が
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
現
在
は
新
し
い
道
路
に
よ
っ
て
段
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
違
い
を

湖中大鳥居の誕生
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見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
社
殿
正
面
を
南
側
(左
斜
め
)か
ら
み
た
光
景
の
絵
は
が
き
(図
5
)は
五
例
あ
る
。
被
写
体
の
構
成
に
①
と
大
差
は
な
い
が
、

こ
の
う
ち
二
例
(№
8
・
21
)は
、
祭
礼
日
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
拝
殿
前
か
ら
鳥
居
付
近
に
集
ま
る
参
詣
客
の
写
真
を
用
い

て
い
る
(図
5
)。
中
央
で
静
止
し
た
和
装
の
少
女
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
三
例
の
う
ち
一
例
は
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
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表 3 白鬚神社の被写体の類型と推移

時期
被写体の類型

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

C期 5(3) 3(1) 10(1) 6(2) 0(0) 7(7)

D期 3(1) 2(0) 3(0) 5(3) 2(1) 6(6)

E期 0(0) 0(0) 0(0) 1(1) 5(1) 2(2)

不明 0(0) 0(0) 1(0) 2(0) 0(0) 0(0)

計 8(4) 5(1) 14(1) 14(6) 7(2) 15(15)
表 1のうち、白鬚神社の被写体に関する情報を時期ごとに一覧した。①～⑥の
類型は本文参照。( )内は、白鬚神社単独のセットに含まれる絵はがきの枚数
を示す。

図 4 社殿正面を北側(右斜め)から撮影した写真の絵はがき
(No.2の一部)



ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。
数
の
上
で
は
、
②
の
絵
は
が
き
は
①
よ
り
さ
ら
に
少
な
く
、
こ
の
種
の
写
真
が
白
鬚
神
社
の
景
観
を
代
表

す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
形
跡
は
見
い
だ
せ
な
い
。

③
湖
岸
か
ら
社
殿
に
か
け
て
の
一
帯
を
北
側
(右
斜
め
)か
ら
み
た
光
景
の
絵
は
が
き
(図
6
・
図
7
)は
一
四
例
と
多
い
。
こ
の
③

の
ほ
と
ん
ど
は
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
や
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
の
一
枚
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
Ｃ
期
に
増
え
る
⽛
島
め

湖中大鳥居の誕生
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写真 5 現在の白鬚神社拝殿前の光景(便宜上南側より、
2022年 6月26日、田中知音撮影)

図 5 社殿正面を南側(左斜め)から撮影した写真の絵はがき
(No.8の一部)



ぐ
り
⽜
系
で
は
代
表
的
な
被
写
体
で
あ
る
。
目
を
引
く
の
は
、
境
内
と
湖
岸
を
隔
て
る
堅
固
な
波
除
石
で
あ
る
。
現
在
(写
真
6
)

は
こ
の
石
垣
は
な
く
、
舗
装
道
路
を
自
動
車
が
行
き
か
い
、
境
内
に
は
横
断
事
故
防
止
の
た
め
に
作
ら
れ
た
展
望
台
が
あ
る
。
ま

た
湖
岸
線
は
明
ら
か
に
前
進
し
、
往
時
の
湖
面
と
境
内
の
間
を
道
路
が
分
断
す
る
形
に
な
っ
て
い
る(27
)。

熟
視
す
る
と
、
③
は
少
々
奇
妙
な
写
真
で
あ
る
。
鳥
居
と
拝
殿
を
ほ
ぼ
真
横
と
い
う
不
自
然
な
角
度
か
ら
写
し
て
い
る
た
め
、
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図 6 湖岸から社殿にかけての一帯を北側(右斜め)から撮影
した写真の絵はがき(No.20の一部)

図 7 湖岸から社殿にかけての一帯を北側(右斜め)から撮影
した写真の絵はがき(No.10の一部)



肝
心
の
社
殿
の
形
状
が
分
か
り
に
く
い
。
こ
れ
は
地
形
的
な
制
約
が
あ
る
な
か
で
、
湖
を
入
れ
る
構
図
に
苦
慮
し
た
結
果
で
あ
ろ

う
。
ま
た
湖
岸
に
和
船
が
写
し
込
ま
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
図
6
で
は
大
き
な
荷
が
の
せ
ら
れ
、
そ
の
手
前
で
は
、
岸
か
ら

沖
に
渡
し
た
橋
板
に
人
が
乗
っ
て
い
る
。
図
7
で
は
ぎ
っ
し
り
と
ハ
サ
掛
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
湖
面
と
砂
浜
に
意
味
を
も
た
せ
、

湖
と
神
社
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
社
殿
一
帯
を
湖
上
か
ら
み
た
光
景
の
絵
は
が
き
(図
8
・
9
)も
計
一

四
例
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
の
は

六
例
で
あ
る
。
水
平
に
長
々
と
延
び
る
波
除
石
、
そ
の
石
垣
越
し
に
み
え

る
社
殿
と
背
後
の
山
並
み
が
、
独
特
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。
視
点

は
沖
合
に
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
船
上
か
ら
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。

視
点
や
角
度
は
一
定
で
は
な
い
が
、
図
8
に
示
す
よ
う
に
、
か
な
り
遠
距

離
か
ら
水
面
が
大
き
く
映
り
込
む
よ
う
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
な
お
旧
鳥

居
建
設
後
の
Ｄ
・
Ｅ
期
に
は
、
図
9
の
よ
う
に
湖
中
大
鳥
居
を
写
し
込
ん

だ
も
の
が
三
例
あ
る
(№
30
・
№
38
・
№
41
)。

現
在
は
、
上
述
の
よ
う
に
波
除
石
は
撤
去
さ
れ
、
湖
岸
と
境
内
の
間
に

は
幹
線
道
路
が
走
り
、
神
域
は
水
陸
に
分
断
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

絵
は
が
き
写
真
の
段
階
で
は
、
湖
面
か
ら
湖
中
大
鳥
居
、
汀
線
、
砂
浜
、

そ
し
て
境
内
、
社
殿
、
後
背
の
社
叢
ま
で
が
あ
た
か
も
一
連
の
神
域
で
あ

湖中大鳥居の誕生
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写真 6 現在の白鬚神社鳥居前の光景
(2022年 6月26日、田中知音撮影)



る
と
一
目
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
現
在
で
は
、
か
り
に
沖
合
か
ら
白
鬚
神
社
を
撮
影
し
た
と
し
て
も
、
広

い
路
上
を
自
動
車
が
多
く
行
き
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湖
中
大
鳥
居
か
ら
社
殿
ま
で
を
ひ
と
つ
の
景
観
と
み
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
4

種
は
Ｃ
期
と
Ｄ
期
を
通
し
て
み
ら
れ
る
が
、
つ
ぎ
に
示
す
⑤
社
殿
側
か
ら
湖
中
大
鳥
居
を
み
た
光
景
の
絵
は
が
き

94

図 8 社殿一帯を湖上から撮影した写真の絵はがき
(No.9の一部)

図 9 社殿一帯を湖上から撮影した写真の絵はがき
湖中大鳥居入り(No.38の一部)



(図
10
)は
、
旧
鳥
居
造
立
後
に
か
か
る
Ｄ
期
に
現
れ
、
そ
の
後
の
Ｅ
期
に
増
加
す
る
。
計
七
例
の
う
ち
二
例
は
白
鬚
神
社
単
独
の

セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。
④
に
比
べ
て
視
点
は
陸
地
へ
と
転
換
し
、
境
内
側
か
ら
湖
中
大
鳥
居
(旧
鳥
居
)を
と
ら
え
て
い
る
。

こ
れ
は
最
近
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ア
ン
グ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
沖
合
を
進
む
汽
船
を
含
む
写
真
を
用

い
た
も
の
も
二
例
(№
13
・
№
25
)あ
る
。

な
お
、
⑥
以
上
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
光
景
の
絵
は
が
き
も
多
い
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
境
内
の
岩
戸
、
灯
明
台
、
本
殿
内
部
の
様
子
、
社
務
所
内
部
の
様

子
な
ど
多
種
に
わ
た
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
一
枚
の
み
で
⽛
島
め
ぐ
り
⽜

系
な
い
し
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
セ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
に
散
発
的
に
盛
り
込
ま
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

換
言
す
る
と
、
そ
の
一
枚
で
白
鬚
神
社
を
代
表
で
き
る
ほ
ど
の
典
型
的
な
被

写
体
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
⑥
を
基
準
と
し
て
見
直
す
と
、
①
～
⑤
の
写
真
の
絵
は
が
き
が
、

⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
な
い
し
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
の
一
枚
に
な
り
え
て
い
る
か
、

ま
た
は
白
鬚
神
社
単
独
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
と
い
う
違
い

は
大
き
い
。
ま
ず
①
②
の
よ
う
に
社
頭
を
と
ら
え
た
写
真
は
、
一
見
無
難
で
、

典
型
的
な
扱
い
を
受
け
て
よ
い
ア
ン
グ
ル
に
思
え
る
が
、
実
際
に
は
⽛
島
め

湖中大鳥居の誕生
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図 10 湖中大鳥居を社殿側から撮影した写真の絵はがき
(No.13の一部)



ぐ
り
⽜
系
や
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
に
こ
の
一
枚
が
と
ら
れ
る
例
は
乏
し
い
。
絵
は
が
き
に
お
け
る
⽛
白
鬚
神
社
ら
し
さ
⽜
は
、
主

に
③
に
期
待
さ
れ
、
Ｃ
期
の
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
の
一
枚
と
し
て
頻
繁
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

湖
中
大
鳥
居
の
扱
い
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
④
と
⑤
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
昭
和
十
二
年
の
旧
鳥
居
の
建

造
後
の
Ｄ
期
に
は
④
に
湖
中
大
鳥
居
が
写
し
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｅ
期
に
な
る
と
陸
地
側
か
ら
湖
中
大
鳥
居
を
狙
っ
た
⑤
の

カ
ッ
ト
へ
と
ゆ
る
や
か
に
移
行
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
旧
鳥
居
が
絵
は
が
き
に
速
や
か
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

逆
に
い
え
ば
、
湖
中
大
鳥
居
の
建
造
以
前
か
ら
、
沖
合
か
ら
白
鬚
神
社
を
遠
望
す
る
ア
ン
グ
ル
の
④
の
写
真
が
好
ま
れ
て
い
た
事

実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
、
湖
中
大
鳥
居
と
湖
上
遊
覧

以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
つ
ぎ
に
検
討
し
た
い
の
は
、
湖
上
か
ら
社
殿
一
帯
を
遠
望
し
た
④
の
タ
イ
プ
の
写
真
の
絵
は
が
き
の

位
置
付
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
思
い
切
っ
た
引
き
の
写
真
で
、
湖
面
が
大
き
く
映
り
込
み
、
神
社
は
む
し
ろ
点
景
に
近
い
印
象
を
う

け
る
。
湖
上
の
島
な
ど
を
被
写
体
に
す
る
際
に
は
、
全
景
を
収
め
る
の
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
が
、
陸
上
の
小
さ

い
建
物
を
狙
う
に
は
異
例
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
の
絵
は
が
き
写
真
を
理
解
す
る
に
は
、
当
時
の
湖
上
観

光
の
動
向
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
や
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
の
絵
は
が
き
に
お
い
て
、
白
鬚
神
社
が
竹
生
島
・
多
景
島
・
沖
の
白
石
・
近
江
舞
子

・
長
命
寺
と
ひ
と
ま
と
ま
り
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
れ
ら
が
大
正
年
間
に
活
況
を
呈
す
る
汽
船
会
社
の
⽛
島
め
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図
11
大
正

1
3年
頃
の
太
湖
汽
船
⽛
み
ど
り
丸
⽜
の
航
路



ぐ
り
⽜
の
航
路
上
に
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
図
11
に
示
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
(一
九
二
二
)に
建
造

さ
れ
た
新
鋭
の
純
遊
覧
船
⽛
み
ど
り
丸
⽜
の
航
路
図
で
あ
る
が(28
)、
こ
れ
に
よ
る
と
遊
覧
の
航
路
は
浜
大
津
か
ら
湖
西
沖
を
通
過
し
、

近
江
舞
子
、
竹
生
島
、
長
命
寺
の
順
に
寄
港
す
る
と
い
う
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
航
路
図
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
白
鬚
神
社
に
寄
港
す
る
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
⽛
み
ど
り

丸
⽜
に
か
ぎ
ら
ず
、
明
治
期
～
昭
和
戦
後
期
の
各
社
の
航
路
全
般
に
あ
て
は
ま
る
特
徴
で
あ
る(29
)。
白
鬚
神
社
は
、
上
陸
し
て
一
定

時
間
を
過
ご
す
よ
う
な
寄
港
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
白
鬚
神
社
は
、
琵
琶
湖
観
光
と
大
き
な
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ
の
沖
を
船
で
通
過
す
る
の
み
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
多
景
島
や
沖
の
白
石
と
同
じ

扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
湖
上
か
ら
遠
望
す
る
白
鬚
神
社
と
い
う
タ
イ
プ
④
の
被
写
体
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
沖
合
を
通

過
す
る
湖
上
遊
覧
船
か
ら
眺
め
た
白
鬚
神
社
の
す
が
た
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
船
か
ら
遠
望
し
た
境
内
の
光
景

が
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
の
絵
は
が
き
が
相
次
い
で
制
作
さ
れ
た
大
正
期
以
降
に
、⽛
白
鬚
神
社
ら
し
さ
⽜
を
表
し
た
写
真
と
な
っ
て

広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
白
鬚
神
社
の
側
か
ら
い
え
ば
、
近
世
以
来
の
石
造
物
な
ど
に
表
れ
て
い
た
よ
う
な
参
詣
や
信
仰
の
対
象
か

ら
、⽛
沖
か
ら
眺
め
る
⽜
対
象
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
属
性
を
身
に
つ
け
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。

も
と
よ
り
Ｃ
期
の
⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
絵
は
が
き
の
段
階
で
は
、
ま
だ
湖
中
大
鳥
居
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
沖
か
ら

(船
か
ら
)神
社
を
眺
め
る
と
い
う
ま
な
ざ
し
は
、
昭
和
十
二
年
の
旧
鳥
居
建
設
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
汽
船
観
光
の
活
発
化
す
る
大
正
年
間
に
、
白
鬚
神
社
自
体
に
対
し
て
、
琵
琶
湖
か
ら
眺
め
る
と
い
う
性
質

が
付
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
順
序
か
ら
い
け
ば
、
湖
中
大
鳥
居
が
⽛
沖
か
ら
眺
め
る
⽜
ま
な
ざ
し
を
生
み
出
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し
た
の
で
は
な
く
、
船
上
か
ら
の
ま
な
ざ
し
の
な
か
に
湖
中
大
鳥
居
が
埋
め
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
タ
イ
プ
④
の
写
真
の
絵
は
が
き
は
、
湖
中
大
鳥
居
が
ま
だ
な
い
時
期
か
ら
、
そ
の
後
に
旧
鳥
居
が
建
立
さ
れ

た
後
の
時
期
を
通
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
湖
上
に
登
場
し
た
旧
鳥
居
が
速
や
か
に
観
光
客
の
視
線
を
引
き
付

け
、
船
上
か
ら
の
眺
め
に
朱
の
彩
り
を
添
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
湖
中
大
鳥
居
に
は
、
参
道
の
入
り
口
と
い
っ
た

よ
う
な
通
常
の
鳥
居
が
そ
な
え
る
意
味
は
当
初
か
ら
存
在
せ
ず
、
あ
く
ま
で
従
来
の
船
上
か
ら
の
ま
な
ざ
し
の
延
長
上
で
、
鳥
居

自
体
が
⽛
沖
か
ら
眺
め
る
⽜
も
の
、
あ
る
い
は
沖
の
船
に
対
し
て
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
む
す
び

現
在
、
白
鬚
神
社
を
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
は
湖
中
大
鳥
居
を
目
当
て
に
し
て
い
る
。
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
七
年

(二
〇
一
五
)に
白
鬚
神
社
を
含
む
一
帯
が
日
本
遺
産(30
)と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
が
契
機
と
な
っ
て
観
光
客
が
激
増
し
、
被
写
体
と
し

て
の
湖
中
大
鳥
居
が
一
段
と
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
本
来
、
白
鬚
神
社
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
現

在
の
よ
う
な
珍
し
い
鳥
居
の
あ
る
神
社
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
至
る
ま
で
に
は
、
白
鬚
神
社
を
め
ぐ
る
⽛
ま

な
ざ
し
⽜
に
幾
度
か
の
変
転
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
絵
は
が
き
に
よ
る
考
察
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
世
か
ら
広
域
の
信
仰
圏
を
有
し
た
白
鬚
神
社
に
と
っ
て
、
大
正
年
間
こ
ろ
に
活
発
化
す
る
湖
上
遊
覧
は
、
沖
合
を
通
過
す
る

汽
船
か
ら
眺
め
る
神
社
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
属
性
が
付
与
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
湖
中
大
鳥
居
は
、
伝
説
的
な
存
在
で
あ

っ
た
も
の
が
昭
和
十
二
年
に
⽛
復
興
⽜
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
湖
上
か
ら
の
神
社
の
眺
め
に
は
彩
り
が
加

湖中大鳥居の誕生
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わ
り
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
航
路
の
名
所
と
し
て
地
位
を
占
め
て
い
く
。
そ
の
後
、
湖
中
大
鳥
居
に
対
す
る
視
線
は
陸
上
か
ら
の
も
の

へ
と
転
換
し(31
)、
徐
々
に
珍
し
い
鳥
居
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
単
独
で
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
今
日
の
琵
琶
湖
の
観
光
と
引
き
比
べ
て
考
え
る
と
、
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
有
人
島
で
あ
る
沖
島
を
た
だ
ち
に
想
起
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
に
限
ら
ず
近
江
・
琵
琶
湖
の
絵
は
が
き
一
般
の
な
か
で
沖
島
が
被
写
体
と
な
る
こ
と
は
き
わ
め

て
稀
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
沖
島
が
観
光
地
と
み
な
さ
れ
る
の
が
比
較
的
最
近
の
で
き
ご
と
で
あ
る
こ
と
に
関
連
し

て
い
よ
う
。
見
方
を
か
え
る
と
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
絵
は
が
き
に
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
含
ま
れ
る
多
景
島
と
沖
の
白
石
と
い

っ
た
無
人
島
が
ど
の
よ
う
に
⽛
発
見
⽜
さ
れ
た
の
か
も
追
究
の
余
地
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
世
的
な
名
所
は
近
代
に
入
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
契
機
で
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。⽛
島
め
ぐ
り
⽜
に
よ

る
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
も
そ
の
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
り
、
船
上
か
ら
眺
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
べ
き
も
の
を
い
く
つ

か
生
み
出
し
た
。
白
鬚
神
社
の
湖
中
大
鳥
居
は
、
ま
さ
に
船
か
ら
の
視
線
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
と
よ
り
こ
の
鳥
居
に

人
々
が
何
を
期
待
し
た
か
は
、
絵
は
が
き
の
み
で
十
分
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
鳥
居
の
建
造
過
程
に
関
わ
る
行
政
文
書
、

当
時
の
旅
行
者
の
書
き
残
し
た
資
料
、
汽
船
会
社
の
出
版
物
な
ど
を
活
用
し
た
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注(
1
)
高
島
町
史
編
さ
ん
室
編
⽝
高
島
町
史
⽞
(高
島
町
役
場
、
一
九
八
三
年
)、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

(
2
)
た
と
え
ば
、
公
益
社
団
法
人
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
⽛
び
わ
湖
高
島
観
光
ガ
イ
ド
⽜
(https: //takashi m

a- kanko.j p/spot/
2
0
1
8/

0
6/post_

8
9. htm

l

、
二
〇
二
三
年
二
月
四
日
最
終
閲
覧
)。
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(
3
)
た
だ
し
現
在
は
、
後
述
す
る
交
通
安
全
確
保
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
角
度
で
湖
中
大
鳥
居
を
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

(
4
)
た
と
え
ば
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
五
日
の
京
都
新
聞
記
事
⽛
死
亡
事
故
も
発
生
、
湖
上
の
大
鳥
居
で
有
名
な
滋
賀
・
白
鬚
神
社

観

光
と
安
全
両
立
へ
対
策
⽜
(https: //w

w
w
. kyoto- np. co.j p/arti cl es/- /

7
9
9
1
8
1

、
二
〇
二
三
年
二
月
四
日
最
終
閲
覧
)。

(
5
)
た
と
え
ば
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
一
日
の
中
日
新
聞
記
事
⽛
鳥
居
撮
影
の
た
め
の
国
道
横
断
や
め
て

高
島
・
白
鬚
神
社
前
で
死
亡

事
故
⽜
(https: //w

w
w
. chuni chi. co.j p/arti cl e/

3
8
1
9
9
4

、
二
〇
二
三
年
二
月
四
日
最
終
閲
覧
)。

(
6
)
白
鬚
神
社
社
務
所
⽛
近
江
最
古
の
大
社
白
鬚
神
社
⽜
(http: //shi rahi geji nj a. com

/%
e
6%
b
9%

9
6%
e
4%
b
8%
ad%
e
9%
b
3%
a
5%
e
5

%
b
1%

8
5%
e
3%

8
3%
bb%
e
5%
a
2%

8
3%
e
5%

8
6%

8
5/kotyutorii /

、
二
〇
二
三
年
二
月
四
日
最
終
閲
覧
)に
よ
る
。

(
7
)
近
江
八
景
は
、
比
良
暮
雪
(ひ
ら
の
ぼ
せ
つ
)、
堅
田
落
雁
(か
た
た
の
ら
く
が
ん
)、
唐
崎
夜
雨
(か
ら
さ
き
の
や
う
)、
三
井
晩
鐘
(み

い
の
ば
ん
し
ょ
う
)、
粟
津
晴
嵐
(あ
わ
づ
の
せ
い
ら
ん
)、
矢
橋
帰
帆
(や
ば
せ
の
き
は
ん
)、
瀬
田
夕
照
(せ
た
の
せ
き
し
ょ
う
)、
石
山

秋
月
(い
し
や
ま
の
し
ゅ
う
げ
つ
)の
八
つ
の
勝
景
で
構
成
さ
れ
る
。
比
良
山
地
を
総
体
と
し
て
扱
う
比
良
暮
雪
を
別
に
す
る
と
、
そ
の
分

布
は
琵
琶
湖
岸
の
な
か
で
も
南
湖
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
。
近
世
に
確
立
し
た
こ
の
近
江
八
景
の
な
か
に
白
鬚
神
社
が
含
ま
れ
る
こ
と
は

な
い
。

(
8
)
鍛
治
宏
介
⽛
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播
と
受
容
⽜
(⽝
史
林
⽞
九
六
(二
)、
二
〇
一
三
年
)、
三
四
ペ
ー
ジ
。

(
9
)
青
柳
周
一
⽛
十
七
・
十
八
世
紀
に
お
け
る
近
江
八
景
の
展
開
ᴷ
近
世
の
名
所
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
⽜
(青
柳
周
一
ほ
か
編
⽝
地
域
の
ひ

ろ
が
り
と
宗
教
(近
世
の
宗
教
と
社
会
一
)⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
)な
ど
。

(
10
)
こ
れ
に
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
以
下
の
文
献
が
あ
る
。
琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
編
⽝
琵
琶
湖
汽
船
100
年
史
⽞
(琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
、

一
九
八
七
年
)、
五
五
ペ
ー
ジ
。⽝
新
修
大
津
市
史
五
近
代
⽞
(大
津
市
役
所
、
一
九
八
二
年
)、
三
四
九
ペ
ー
ジ
。
大
津
市
歴
史
博
物
館

編
⽝
琵
琶
湖
観
光
の
幕
開
け
ᴷ
特
別
陳
列
図
録
⽞
(大
津
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
九
年
)、
九
～
一
三
ペ
ー
ジ
。
ほ
か
に
近
現
代
の
絵
画

資
料
を
扱
っ
た
も
の
に
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
編
⽝
現
代
の
近
江
八
景
⽞
(滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
三
年
)が
あ
る
。

(
11
)
木
津
勝
⽛
絵
葉
書
で
見
る
近
江
八
景
⽜
(⽝
近
江
地
方
史
研
究
⽞
三
七
、
二
〇
〇
五
年
)、
四
九
ペ
ー
ジ
。

(
12
)
こ
れ
ら
の
組
織
は
⽛
若
州
小
浜
市
場
講
⽜
(享
保
十
一
年
銘
)、⽛
長
寿
講
⽜
(天
保
九
年
銘
)な
ど
を
名
乗
っ
て
い
る
。
灯
籠
以
外
に
、

湖中大鳥居の誕生
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後
述
す
る
絵
は
が
き
の
被
写
体
に
も
な
る
拝
殿
前
の
狛
犬
(大
正
三
年
銘
、⽛
京
都
上
組
延
寿
講
⽜
に
よ
る
寄
進
)、
拝
殿
右
の
手
水
鉢
(明

治
十
四
年
銘
、⽛
京
都
延
齢
社
中
⽜
に
よ
る
寄
進
)な
ど
の
例
が
あ
る
。

(
13
)
銘
文
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。⽛
古
来
琵
琶
湖
西
岸
白
沙
青
松
之
間
有
白
鬚
神
社
／
奉
祀
猿
田
彦
命
焉
華
表
在
于
湖
中
由
水

之
増
減
／
而
隠
顕
旧
記
所
伝
不
一
蔵
神
秘
於
冥
々
中
矣
大
／
阪
篤
志
家
小
西
久
兵
衛
氏
嘆
其
朽
廃
新
建
之
於
／
湖
中
以
献
神
前
洵
可
謂
美

挙
也
是
不
独
慰
神
霊
／
亦
可
以
風
励
人
心
矣
乃
勒
之
于
碑
云
爾
／
昭
和
十
二
年
十
月
／
正
四
位
勲
三
等
成
田
軍
平
撰
書
⽜。

(
14
)
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
鳥
居
が
⽛
湖
中
に
あ
っ
た
⽜
と
の
言
い
伝
え
は
、
白
鬚
神
社
の
所
蔵
す
る
⽛
白
鬚
明
神
縁
起
絵
巻
⽜

に
所
見
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
康
安
元
年
(一
三
六
一
)に
神
社
の
前
に
二
町
ほ
ど
の
石
の
橋
が
現
れ
、
永
禄
五
年
(一
五
六
二
)に
は
石
の
神

門
が
一
町
ほ
ど
沖
に
突
然
出
現
し
た
と
い
う
(千
野
香
織
・
西
和
夫
⽝
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
絵
画
ᴷ
美
術
史
の
眼
建
築
史
の
眼
⽞
(ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
)、
七
二
～
七
三
ペ
ー
ジ
)。
前
者
に
つ
い
て
は
、
康
安
二
年
(一
三
六
二
)の
地
震
で
水
位
が
低
下
し
、
橋
や
鳥

居
が
湖
中
に
出
現
し
た
と
い
う
⽝
太
平
記
⽞
の
記
事
に
対
応
し
て
い
る
(同
、
七
三
ペ
ー
ジ
)。
ま
た
⽝
江
源
武
鑑
⽞
の
永
禄
六
年
(一
五

六
三
)九
月
十
九
日
の
条
に
も
⽛
白
鬚
大
明
神
、
前
湖
壱
丁
汀
石
ノ
鳥
居
ヲ
顕
ス
、
同
廿
四
日
失
ス
ト
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
(谷
川
健
一
編

⽝
日
本
の
神
々
ᴷ
神
社
と
聖
地
第
五
巻
山
城
・
近
江
⽞
(白
水
社
、
一
九
八
六
年
)、
三
五
一
ペ
ー
ジ
)。
さ
ら
に
白
鬚
神
社
を
描
い
た

絵
画
資
料
⽛
近
江
名
所
図
Ẓ
風
⽜
も
、
白
鬚
神
社
の
前
の
湖
中
に
あ
ざ
や
か
な
朱
色
の
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
上

述
の
千
野
と
西
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
近
世
の
近
江
八
景
が
確
立
す
る
以
前
か
ら
、
謡
曲
⽝
白
鬚
⽞
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
白
鬚
神
社
が

一
定
の
知
名
度
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
に
関
連
が
あ
る
と
い
う
(前
掲
、
千
野
・
西
⽝
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
絵
画
ᴷ
美
術
史
の
眼
建
築

史
の
眼
⽞、
七
二
ペ
ー
ジ
)。
こ
う
し
た
知
見
か
ら
み
て
、
中
世
の
段
階
で
白
鬚
神
社
に
は
湖
中
鳥
居
を
め
ぐ
る
一
種
の
神
話
が
存
在
し
、

か
つ
絵
図
等
に
も
表
現
さ
れ
る
な
ど
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
で
、
現
地
の
言
い
伝
え
と
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
ま
た
近
世
～
近
代
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
こ
の
説
話
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
点
は
な
お
追
究
の
余
地
が
あ
る
。

(
15
)
し
た
が
っ
て
同
一
の
外
袋
を
用
い
な
が
ら
内
容
は
異
な
る
例
(№
35
と
№
40
)や
、
外
袋
は
異
な
る
が
内
容
の
絵
は
が
き
は
ま
っ
た
く
同

一
で
あ
る
例
(№
16
と
№
17
、
№
39
と
№
40
)は
、
別
個
の
扱
い
と
し
た
。
こ
れ
は
酷
似
す
る
セ
ッ
ト
が
流
通
す
る
と
い
う
事
実
自
体
が
、

そ
の
タ
イ
プ
の
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
が
好
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
当
時
流
通
し
て
い
た
絵
は
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が
き
の
⽛
種
類
⽜
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
上
、
個
々
の
セ
ッ
ト
の
販
売
量
な
ど
は
当
然
考
慮
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
も
、
本
論
文
に
お
け
る
分
析
手
法
上
の
制
約
の
ひ
と
つ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

(
16
)
し
た
が
っ
て
資
料
の
収
集
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
り
、
本
稿
で
扱
う
点
数
も
便
宜
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
絵
は
が
き
は
地
域
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
有
意
義
で
は
あ
る
が
、
反
面
で
問
題
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
い
ま
の
と
こ
ろ
体
系
的

な
絵
は
が
き
の
収
集
や
公
開
が
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
別
に
す
る
と
、
研
究
者
が
独
力
で
入
手
す
る

か
、
ま
た
は
個
人
の
収
集
品
に
依
拠
す
る
形
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
絵
は
が
き
は
古
書
店
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
大
量
に
流
通
し
て
お
り
、
安
価
か
つ
容
易
に
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
地
域
博
物
館
等
を
主
体
と
し
た
そ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
17
)
単
体
で
残
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
使
用
(実
逓
)さ
れ
た
絵
は
が
き
資
料
で
は
、
セ
ッ
ト
状
態
の
絵
は
が
き
が
も
つ
文
脈
的
な
情
報
が
失
わ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
厳
密
に
述
べ
る
と
、
セ
ッ
ト
状
態
で
残
さ
れ
た
絵
は
が
き
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
販
売
さ
れ
た
当
初
と
同
じ
完
全
品
な
の
か
、
そ
の
う
ち
の
若
干
枚
数
は
使
用
さ
れ
て
欠
落
し
て
い
る
不
完
全
品
な
の
か
を

特
定
す
る
手
段
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
特
定
の
被
写
体
が
⽛
な
い
⽜
こ
と
を
論
じ
る
際
に
は
十
分
な
注
意
を
要
す
る
。

(
18
)
各
期
の
識
別
方
法
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ａ
期
は
通
信
面
に
罫
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
。
Ｂ
期
は
通
信
面
の
下
三
分
の
一
の
位
置

に
罫
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
Ｃ
期
は
通
信
面
の
中
央
(二
分
の
一
)の
位
置
に
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
Ｄ
期
は
文
字
が
そ
れ
ま
で
の
⽛
き
か

は
便
郵
⽜
か
ら
⽛
き
が
は
便
郵
⽜
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
期
は
⽛
郵
便
は
が
き
⽜
と
左
横
書
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
は
、
学
習
院
大

学
史
料
館
編
⽝
絵
葉
書
で
読
み
解
く
大
正
時
代
⽞
(彩
流
社
、
二
〇
一
二
年
)、
一
八
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
被
写
体
や
解

説
文
等
に
よ
っ
て
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
本
論
文
で
は
量
的
な
考
察
を
加
え
る
観
点
か
ら
、
Ｃ
～
Ｅ
の
四
段
階

に
よ
る
区
分
で
必
要
十
分
と
考
え
、
個
々
の
絵
は
が
き
の
年
代
の
厳
密
な
考
証
は
省
く
こ
と
と
し
た
。

(
19
)
前
掲
、
木
津
⽛
絵
葉
書
で
見
る
近
江
八
景
⽜、
四
七
ペ
ー
ジ
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
近
江
八
景
の
各
景
を
そ
の
ま
ま
八
枚
一

組
の
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
に
仕
立
て
た
も
の
を
、
便
宜
的
に
⽛
伝
統
的
な
近
江
八
景
の
絵
は
が
き
⽜
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(
20
)
こ
の
際
の
組
み
合
わ
せ
方
法
は
、
伝
統
的
な
近
江
八
景
と
⽛
島
め
ぐ
り
系
⽜
を
機
械
的
に
合
体
さ
せ
た
と
思
え
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
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変
則
的
な
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、⽛
八
景
⽜
と
い
い
つ
つ
画
面
を
二
分
割
し
て
計
二
〇
の
被
写
体
を
盛
り
込
ん
だ
例
(№
26
)な
ど
が
み

ら
れ
る
。

(
21
)
付
言
す
る
と
、⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
に
せ
よ
⽛
近
江
十
六
景
⽜
系
に
せ
よ
、
白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
が
二
枚
入
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
セ
ッ
ト
に
入
る
白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
の
被
写
体
は
、
そ
の
一
カ
ッ
ト
で
⽛
白
鬚
神
社
⽜
ら
し
さ
を
体
現
す
る
必
要
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
被
写
体
の
検
討
を
参
照
。

(
22
)
た
だ
し
こ
れ
ま
で
の
資
料
収
集
過
程
で
も
、
Ｂ
期
に
属
す
る
白
鬚
神
社
の
絵
は
が
き
が
単
品
で
残
さ
れ
た
事
例
は
、
少
な
か
ら
ず
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
当
該
期
を
含
め
た
量
的
な
推
移
に
つ
い
て
は
な
お
検
証
の
余
地
が
あ
る
が
、
大
勢
と
し
て
は
Ｃ
期
に

⽛
島
め
ぐ
り
⽜
系
が
増
加
す
る
傾
向
は
動
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
23
)
前
掲
、
琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
編
⽝
琵
琶
湖
汽
船
100
年
史
⽞、
五
五
～
五
六
ペ
ー
ジ
。

(
24
)
前
掲
、
琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
編
⽝
琵
琶
湖
汽
船
100
年
史
⽞、
五
四
～
五
七
ペ
ー
ジ
。
な
お
後
述
す
る
太
湖
汽
船
⽛
み
ど
り
丸
⽜
の
航

路
図
も
参
照
。

(
25
)
前
掲
、
琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
編
⽝
琵
琶
湖
汽
船
100
年
史
⽞、
五
六
ペ
ー
ジ
。

(
26
)
現
在
の
鳥
居
は
昭
和
五
十
六
年
(一
九
八
一
)三
月
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
絵
葉
書
に
写
る
鳥
居
は
、
現
在
の
鳥
居
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

(
27
)
こ
れ
以
外
に
読
み
取
れ
る
変
化
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
鳥
居
付
近
の
狛
犬
は
、
絵
葉
書
で
は
鳥
居
の
間
近
に
あ
る
が
、

現
在
で
は
鳥
居
と
狛
犬
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
。
こ
の
狛
犬
が
奉
献
さ
れ
た
の
は
大
正
三
年
(一
九
一
四
)六
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
狛
犬
は
絵
葉
書
の
段
階
の
も
の
と
同
一
で
、
位
置
関
係
の
変
化
は
鳥
居
が
前
進
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
②
現
在
で
は
こ

の
鳥
居
の
横
に
白
鬚
神
社
と
刻
ま
れ
た
全
高
約
四
メ
ー
ト
ル
の
社
号
標
石
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
昭
和
七
年
(一
九
三
二
)十
月
に
奉
献
さ
れ

て
い
る
の
で
、
Ｃ
期
の
絵
は
が
き
に
は
ま
だ
現
れ
な
い
。
③
絵
葉
書
で
社
殿
の
後
方
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
る
場
所
は
、
今
は
参
拝
者

用
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。
④
そ
の
ほ
か
燈
籠
の
配
列
に
も
若
干
の
差
を
生
じ
て
い
る
。

(
28
)
太
湖
汽
船
株
式
会
社
⽛
琵
琶
湖
遊
覧
御
案
内
⽜
に
よ
る
(筆
者
所
蔵
)。
汽
船
会
社
の
こ
の
種
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
必
ず
航
路
図
や
観

光
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
価
値
が
高
い
が
、
発
行
年
の
記
載
を
欠
く
も
の
が
多
い
。
本
資
料
は
、
解
説
文
中
に
⽛
本
年
十
月
一
日
よ
り
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同
三
十
日
迄
竹
生
島
開
創
一
千
二
百
年(マ

マ
)
紀
念
大
法
会
執
行
汽
船
増
発
⽜
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
十
三
年
(一
九
二
四
)前
後
に
発
行

さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

(
29
)
図
示
し
た
航
路
図
は
、
実
際
に
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
坂
本
・
堅
田
・
和
邇
な
ど
湖
西
の
各
所
に
寄
港
す
る
コ
ー
ス
(定
期
船
)は
青
色
、

浜
大
津
񦂪
近
江
舞
子
񦂪
竹
生
島
へ
と
向
か
う
コ
ー
ス
(遊
覧
船
)は
赤
色
で
示
さ
れ
て
い
る
。⽛
白
鬚
神
社
⽜
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ひ
と
つ

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
寄
港
地
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
前
掲
、⽝
琵
琶
湖
汽
船
100
年
史
⽞
に
は
、
明
治
二
〇

年
前
後
、
明
治
末
期
、
昭
和
六
二
年
と
各
年
代
の
航
路
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
白
鬚
神
社
や
そ
の
近
辺
を
寄
港
地
と
す
る

も
の
は
な
い
。

(
30
)
⽛
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
ᴷ
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
⽜。
ち
な
み
に
日
本
遺
産
⽛
水
の
文
化
⽜
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
制
作
・

公
開
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
、
幻
想
的
な
湖
中
大
鳥
居
の
写
真
が
大
々
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
(https://ja.biw
ako-visitors.

jp/japan-heritage/design/im
g/top/pam
ph.pdf、
二
〇
二
三
年
二
月
十
日
最
終
閲
覧
)。

(
31
)
本
論
文
の
範
囲
で
は
、
こ
の
視
点
の
転
換
の
背
景
を
特
定
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
湖
上
遊
覧
が
全
般
的
に
下
火
に
な
っ

た
こ
と
や
、
国
道
の
整
備
等
で
白
鬚
神
社
自
体
が
自
家
用
車
や
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
介
在
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

付
記本

論
文
は
、
田
中
知
音
が
二
〇
二
三
年
一
月
に
本
学
人
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
⽛
湖
中
大
鳥
居
の
誕
生
ᴷ
絵
葉
書
に

み
る
白
鬚
神
社
の
過
去
と
現
在
⽜
を
も
と
に
、
指
導
教
員
で
あ
る
渡
部
と
田
中
が
大
幅
に
資
料
を
補
っ
た
上
で
、
渡
部
が
全
般
的
に
改
稿
を
施

し
た
も
の
で
す
。
調
査
の
過
程
で
は
、
白
鬚
神
社
宮
司
の
高
橋
敬
一
様
、
な
ら
び
に
社
務
所
の
各
位
に
多
大
な
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
明
記

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
石
造
物
の
現
地
調
査
は
、
杉
山
紗
南
さ
ん
、
長
谷
川
ひ
か
り
さ
ん
、
古
谷
涼
さ
ん
と
渡
部
・
田
中
の
共
同
で

実
施
し
、
卒
業
論
文
の
改
稿
段
階
の
資
料
整
理
で
は
杉
山
紗
南
さ
ん
の
補
助
を
得
ま
し
た
。
ま
た
資
料
整
理
の
過
程
で
、
JSPS
科
研
費

(18K
0
1
1
8
4

)の
一
部
を
使
用
し
ま
し
た
。
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和文要約
白鬚神社(滋賀県高島市鵜川)の沖合に立つ鳥居(湖中大鳥居)は，もともと
伝説的な存在であったものが昭和12年(1937)に建造され，現在では琵琶湖
を代表する観光スポットとして注目を集めている。しかしながら，これま
での琵琶湖観光の歴史的研究では，この湖中大鳥居が何のために建造され
たかについて論じられてこなかった。
本論文では，観光客の土産物として大量に制作された絵はがきに基づき，
湖中大鳥居の建設の意義を明らかにすることを目的とする。まず白鬚神社
を含む絵はがきセットの内容構成の類型とその歴史的背景を検討し，つぎ
に白鬚神社において被写体として選ばれる光景の特徴，およびそこでの湖
中大鳥居の位置付けを分析した。
その結果，白鬚神社をめぐる⽛まなざし⽜に幾度かの変転があったこと
が明らかになった。白鬚神社は近世から広域の信仰圏を有する著名な神社
であったが，近代になると，大正年間に琵琶湖を汽船で周遊する湖上遊覧
が活発化したことで，神社の沖を通過する観光船から眺める神社というま
ったく新しい属性が生み出されたことが，湖中大鳥居を出現させた動機で
あった。
湖中大鳥居は，当初から⽛沖からの眺め⽜の一部であり，沖の観光船に
対して見せるものとして造られたものであったと考えられる。言い換える
と，湖中大鳥居が⽛沖からの眺め⽜というまなざしを生み出したというよ
り，船上からのまなざしのなかに湖中大鳥居の美しい朱の彩りが埋め込ま
れたのである。
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The birth of the “floating torii gate”:
Analyzing picture postcards of Shirahige Shrine

TANAKA, Chion & WATANABE, Keiichi

Abstract
The “floating torii gate” constructed in Lake Biwa near Shirahige Shrine (Ukawa,

Takashima City, Shiga Prefecture) is considered legendary but was actually erected in
1937. Currently, it is one of the most popular tourist spots associated with Lake Biwa.
However, the issue of why this torii gate was constructed has yet to be taken up in the
historical research related to Lake Biwa tourism.
This study aims to discover the significance of the torii gate on the basis of the

numerous picture postcards that have been produced as souvenirs for tourists. First,
we examined the contents of picture postcard sets that depict Shirahige Shrine and
investigated their historical background. Next, we analyzed the characteristics of the
scenery of Shirahige Shrine that was selected for the illustrations and the position of
the torii gate as shown in the illustrations.
The results indicated that the “way of looking at” Shirahige Shrine has changed

several times. Shirahige Shrine has been a notable focus of a wide range of beliefs
since the early modern period. However, in the Taishō era ( 1912-1926) of the
modern period, lake excursions on steamships became popular on Lake Biwa. As a
result, a completely new manner of viewing the shrine from a sightseeing ship arose.
The view of the shrine from the deck of a ship is thought to have been the impetus
behind the construction of the “floating torii gate.”
From the beginning, the floating torii gate was intended to be a part of the view of

the shrine from the water, and it is believed to have been constructed specifically with
the view from tourist ships in mind. In other words, rather than the floating torii gate
leading to the birth of the “view of the shrine from the water,” a more correct
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description would be that the floating torii gate is a beautiful vermillion accent
embedded into the view of the shrine from the deck of a ship.
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